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世帯数 1,414戸

人口 7,218人
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◇
四
月
一

0
日
よ
り
川
辺
小
、
玉
川
一
小
の
児
童
並
び
に
、
泉
中

◇
の
生
徒
た
ち
が
待
望
の
学
校
完
全
給
食
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
い
し
い
な
あ
ー

給

食

は

新
装
な
っ
た
西
部
共
同
調
理
場
で
は
給

食
婦
の
お
ば
さ
ん
が
栄
養
豊
か
な
お
い
し

い
料
理
を
作
っ
て
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ

ん
に
い
っ
ば
い
食
べ
て
い
た
だ
こ
う
と
張

＼

り
切
っ
て
調
理
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

児
童
、
生
徒
達
も
こ
の
給
食
を
食
べ
て

一
生
懸
命
勉
強
し
た
り
運
動
を
し
て
、
立

派
な
人
間
に
な
ろ
う
と
張
り
切
っ
て
お
る

よ
う
で
す
。
「
今
日
の
給
食
に
は
ね
ぎ
も

に
ん
じ
ん
も
入
っ
て
い
た
け
ど
み
ん
な
食

べ
て
し
ま
っ
た
よ
」
と
お
か
あ
さ
ん
に
報

告
す
る
子
供
、
「
そ
れ
は
お
り
こ
う
だ
っ

た
ね
、
給
食
は
お
い
し
い
か
い
」
と
喜
こ

ぷ
父
兄
、
「
明
日
の
給
食
は
何
か
な
あ
ー
」

と
首
を
か
し
げ
て
楽
し
む
子
供
、
完
全
給

食
実
施
に
つ
い
て
は
ま
ず
ま
ず
好
評
の
よ

う
だ
。
然
し
、
こ
の
完
全
給
食
を
今
後
よ

り
良
く
運
営
し
て
行
く
に
は
、
い
ろ
い
ろ

と
父
兄
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

三
一
日

一
六
日

六
日

一
五
日

全
員
協
議
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

議

員

研

修

会

（

石

川

）

議

会

事

務

局

―
―
日

一
八
日

一
九
日

一八二

日日 日

二

0
日

二
五

H

二
六
日

社
会
教
育
委
員
会

公
民
館
運
審
委
会

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
説
明
会

教
育
委
員
会

教
農
業
改
良
推
進
員
役
員
会

煙
草
耕
作
組
合
優
勝
旗
披
露
式

米
生
産
調
整
協
議
会

開
拓
。
〈
イ
ロ
ッ
ト
連
絡
員
会

仔

牛

セ

リ

市

（

石

川

）

ク

（

ク

）

委
、
公
民
館

産

業

課

第
六
回
農
業
委
員
会

企

画

室

固
定
資
産
税
第
一
期
分
納
期
限

軽
目
動
車
税
全
期
分
納
期
限

税

務

課

二
五
日

生
ボ
リ
ワ
ク
チ
ソ
投
与

母
子
ヒ
ン
タ
ー

須

釜

支

所

// 
住

民

課

八

日

工

事

入

札

中

旬

ー

下

旬

水

道

道

路

占

用

申

請

一

日

＿
二
日

建

設

課

春
季
検
閲

月
例
監
査

総

務

課

=＝＝＝-＝＝-＝＝＝＝＝＝＝
w
 ..
 
-＝-＝==＿-m-m-＝＝＝＝＝＝=―-＝-m―-=＝＝＝=＝ 111111111111 
＝＝=＝=-―-==--m. 

五
月
の
行
事
予
定
表

―-＝＝＝=＝-＝＝＝n=＝＝＝＝=I-==-＝＝-＝=＝=＝n_-＝-＝=＝＝＝＝=-＝-＝=＝-＝＝=――-＝-＝-=-＝=＝-＝―――
1111111 

＝＝＝＝-=-＝＝
W
 



広報 た まかわ No. 70 5月 1日 2
 

村

長小

針

千

代

之

助

順
位

-
．
-
＝
九
％
を
示
し
第

一
位
次
い
で
九
一
・
ニ
―
―
―
形
の
中

区
で
あ
り
ま
し
た
。
尚
各
区
の
投

の
と
お

尚
、
オ
入
、
オ
出

内
訳
は
、
別
表
円

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

す。

蒜

生

が

第

一

位

ー
県
知
事
選
挙
の
投
票
率
ー

の
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
社
会
教
育

の
充
実
を
計
っ
て
参
り
ま
す
。

は
じ
め
、
き
め
細
か
い
福
祉
施
策

の
整
備
及
び
生
活
環
を
取
り
入
れ
て
参
り
た
い
と
思
い

の
た
め
に
積
極
i

整
備
を
行
な
い
た
い
と

す。

昭
和
四
十
七
年
度

積
極
政
策
を
実
践

今年度村つくりヘ グラフ

大咽予算を計t臼彗袢
歳出内訳 歳入内訳
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昭
和
四
十
六
年
分
の
確
定
申
告

の
受
付
は
三
月
十
五
日
で
終
わ
ま

し
た
。
し
か
し
、
確
定
申
告
を
し

た
後
で
、
内
容
が
ま
ち
が
っ
て
い

た
こ
と
に
気
づ
い
た
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
確
定
申
告
が

ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き
は
訂
正
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
訂
正
の
手
続
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

税
額
を
少
な
く
計
算
し
で

い
た
と
き
は

所
得
や
税
額
の
計
算
を
ま
ち
が

っ
て
、
納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ

た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
額
が
多

か
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
と
き
は
「
修
正
申
告
」
を
し

て
正
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か

ら
更
正
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は
、

い
つ
で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
し
た
方

が
有
利
で
す
。

つ
ま
り
、
税
務
署
の
調
査
を
受

け
た
後
で
修
正
申
告
を
し
た
と
き

は
過
少
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま

す
が
、
自
分
で
ま
ち
が
い
を
発
見

し
て
調
査
を
受
け
る
前
に
修
正
申

告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加

算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

税
額
を
多
く
計
算
し
て
い

た
と
き

所
得
や
税
額
の
計
算
を
ま
ち
が

っ
た
た
め
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て

任
期
満
了
に
伴
な
う
村
議
会
議

員

の

選

挙

が

二

十

四

日

執

行

新
し
い
議
員
選
ば
れ
る

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た

と
き

（
須
賀
川
税
務
署
）

い
た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が

少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
に

は
、
正
当
な
税
約
に
な
お
す
よ
う

に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
の
は
、

昭
和
四
十
八
年
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。更

正
の
請
求
を
す
る
と
、
税
務

署
で
は
そ
の
内
容
を
調
べ
て
、
納

め
過
ぎ
の
税
金
を
返
す
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
違
っ

更
正
で
訂
正
を
ク

修
正
や
、

た
時

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
、
忘
れ
て
い
た
り
し
て

申
告
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
き

は
、
期
限
後
で
も
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
期
限
後
申
告
は
、
税
務
署

か
ら
決
定
の
通
知
が
あ
る
ま
で

は
、
い
つ
で
も
申
告
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
し
た
方

が
有
利
で
す
。

つ
ま
り
、
期
限
後
申
告
を
し
な

い
で
税
務
署
か
ら
決
定
の
通
知
を

受
け
る
と
、
税
額
の
一

0
形
の
無

申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
が
、

調
査
を
受
け
る
前
に
申
告
を
し
た

と
き
は
、
無
申
告
加
算
税
は
税
額

の
五
％
で
す
み
ま
す
。

さ
れ
、
左
記
十
六
名
の
新
し
、

員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

氏

名

田

子

国

夫

渡

辺

政

一

小

針

保

三

鈴

木

吉

之

藤

田

金

二

吉

田

宇

一

首

藤

信

勝

佐

久

間

倉

太

鈴

木

直

春

阿

部

房

吉

須

田

荘

助

矢

部

金

吉

溝
井
明
―
―
―

森

忠

寛

矢

部

治

男

年
令

四
五
才

四
八
才

四
六
才

五
八
才

四
九
才

四
六
才

五

0
オ

四
七
才

五
一
オ

五
九
才

五
〇
オ

四
七
才

四
八
才

三
六
才

五

0
オ

四

昭
和
四
十
七
年
度
の
区
長
が
決

り
ま
し
た
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

◎
は
区
長

0
は
代
理
区
長

辺

◎

田

子

国

夫

0
須

藤

良

男

◎

曲

山

義

光

0
真

弓

喜

春

◎

藤

田

金

二

0
関

根

好

光

◎

吉

田

字

一

〇

角

田

栄

治

◎

村

越

良

政

0
大

竹

豊

司

◎

鈴

木

重

義

,
0小
林

喜

次

◎

円

谷

重

久

〇

塩

沢

清

則

◎

塩

沢

清

徳

0
佐

久

間

安

蔵

◎

鈴

木

義

尚

0
佐

藤

四

郎

一

◎

我

妻

武

夫

0
石

森

保

男

◎

須

田

金

太

郎

山
小
屋

吉 北
須
釜

南
須
釜

竜 岩
法
寺

中 小 蒜 JI! 

辻 崎 高 生

木木田

一宮
声

孝夫一 夫 雄

本
村
出
身
隊
員
の

⑤
上
野
由
一
君
⑮
小
林
功
二
君

0
石

井

周

太

郎

新
ら
し
い
区
長
さ
ん
決
る

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
任
期

が
三
月
―
―
-
+
―
日
で
満
了
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
析
し
い
委
員
が
選

任
さ
れ
、
四
月
七
日
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
小
原
久
雄
さ
ん
が
委
員

ク 委

員

原

久

雄

（
南
須
釜
）

本

健

一

（
小
高
）

田

吉

治

（
岩
法
寺
）

矢

吹

源

次

郎

（

吉

）

自
衛
官
へ
の
道

充
実
し
た
職
域
、
適
性
に
あ
っ

た
技
術
の
取
得
。

電
気
・
電
子
・
無
線
整
備
・
航

空
機
整
備
・
車
内
整
備
・
土
木
・

◎
応
募
資
格
…
一
八
才
以
上
二
五

才
未
満
の
男
子

◎
給
与
：
・
月
璽
―
―
万
円

◎

賞

与

…

年

三

回

、

そ

の

他

諸
手
当
あ
り

ご
相
談
は
お
気
軽
に
、
役
場
又

は
自
衛
隊
郡
山
募
集
事
務
所
へ
ど

う
そ
。••••••••••••••••••••••••••••••••• 

人

事

異

動

●
菖

．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
翼

．．．．．． 

四
月
一
日
付
で
次
の
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。
（
）
は
旧
任

住
民
課
主
事
（
支
所
出
向
）

塩

沢

忠

支
所
出
向
（
住
民
課
主
事
）

溝

井

一

新

採

用

建

設

課

熊

産

業

課

鈴

教

育

委

員

会

鈴

吉

選
管
委
員
長
に

小
原
さ
ん
を
選
任

同
戦
務

代
理
者

坂

委
員
長

小

奥

野

義

章

四

九

オ

長

に

選

ば

れ

ま

し

た

。

建

築

・

写

真

・

調

埋

・

衛

生

ま

で

写
真
は
当
選
証
書
の
交
付
式
尚
、
新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
あ
ら
ゆ
る
専
門
職
域
が
そ
ろ
っ
て

り

。

お

り

ま

す

。
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減ってきている児童生徒数
今年度村内小中学校の児童生徒数は次のとおりですが

これを昭和40寸度と比較してみたところ、 7年間のうち

に小学校で413名、．中学校で?46名減つております。

昭和47年度村内学校児童生徒数
(5月 1日現在）

学年 l賃I1年 1,2年13年14年Js年 6年 計

川辺小』1安―紆男 国5口7→7 l一了5ア7ー9 4~0 l 
醐l—小 戸可男・I万重.2デ0国窟27~言2B. 1了I2031 1-言可33虚盲35 盟174 

須釜小-可女男い言1パ5 翌2535］11声~25言1宝22富冨331'冨324 6 3115512 4 8 

四辻分校！玄言男t二翌25□I5 2ニ35ロ59ニ28!i二王3 8 4220 7 7 

計 1女男計 言―4百2―1了186而2―1-丁66可町3―丁言6菌31--ra了7石5―-丁可8岳3― ― 3738988 4 6 

泉 中 1看且—1皇喜暑50 塁旦1-----2118340 8 2 

須釜中IT男計言7l035言~42'11-34花53:1-・・------2114310 3 3 

， 計し 1晏府暑闘｀蓄霊景一—―—Il_— _ 2254728 5 3 

慣
例
の
消
防
団
春
季
検

閲
は
、
五
月
三
日
泉
中
学

校
々
庭
に
お
い
て
、
須
田

団
長
統
卒
の
も
と
飯
沼
郡

山
行
政
連
絡
室
長
外
来
賓

多
数
を
迎
え
実
施
さ
れ
、

規
律
訓
練
と
ポ
ン
プ
点
検

を
行
な
い
終
了
し
た
。

席
上
次
の
方
々
に
団
長

よ
り
表
彰
状
、
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。

一
＼
表
彰
状

．

0
防
火
優
良
家
庭

川
辺
田
子
国
夫
、

鈴
木
由
之
助

生
、
真
弓
音
治

高
ー
車
田
英
雄

小 ＃／声

｀ 

矢
吹

中

小

針

六

郎

伝

岩

法

寺

村

越

清

消
防
団
長
に
佐
久
間
副
団
長
が
昇
格

出

い
つ
[

消
防
団
の
春
季
検
閲
終
了

竜
＾
崎
r
、

上

野

清

一

：
□

）ニ

吉
村
正
男
飯
島
春
雄

南
須
釜

．．
 ｛心

北
須
蓋
高
原
豊
勝
こ
矢
吹
春
雄

吉
9

:

；

森

忠

寛
i
v
,
｝
，
．
-
.
[

山

小

屋

石

森

勇

F

□

.
J
,

四
辻
溝
井
政
美

[
•

v

.
J

.

二
へ
感
謝
吐
仏

．．
 い

〇
退
職
分
団
長
、
訓
練
部
長

訓

練

部

長

上

野

・

輝

雄

川
辺
分
団
長
、
能
~
田
義
一

蒜

生

分

団

長

曲

山

敬

三

郎

小

高

分

団

長

溝

井

鉄

弥

中

分

団

長

双

里

昌

光

須
田
団
長
以
下
幹
部
の
任
期
が

五
月
十
二
日
で
満
了
と
な
り
、
須

田
団
長
及
び
円
谷
副
団
長
が
勇
退

し
、
後
任
と
し
て
団
長
に
佐
久
間

副
団
長
が
、
副
団
長
に
は
藤
田
、

溝
井
両
訓
練
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
昇

岩
法
寺
分
団
長
大
｀
竹
〗
照
治

竜
崎
分
囲
長
バ
仁
井
田
保
雄

南
須
釜
分
団
長
、
大
野
正
徳

北

須

釜

分

団

長

関

根

勝

吉

吉

分

団

長

一

森

忠

寛

山
小
屋
分
団
長
我
写
k
[只
―

四
辻
分
団
長
：
石
井
周
太
郎

0
一

般

協

力

者

｀

山
小
屋
分
団
‘
石
森
栄
吉
、
石
森

常
次
郎
、
石
森
藤
重
（
ポ
ン
プ

[
，
置
場
敷
地
提
供
）
＇

9

,

北
須
釜
分
団
小
針
武
二
（
火
の

見
櫓
建
設
敷
地
提
供
）

格
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
＾

須
田
前
団
長
及
び
円
谷
前
副
団

長
に
は
永
い
間
消
防
団
発
展
の
た

め
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
本
団
幹
部
が
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

団

長

佐

久

間

倉

大

副

団

長

藤

田

金

二

ク

溝

井

清

二

庶

務

部

長

円

谷

信

男

訓

練

部

長

境

田

孝

意

ク

仁

井

田

保

雄

監
査
委
員
に

森
さ
ん
選
ば
れ
る

―
―

~
,
1

ー

1
,
‘
,
1

・

渡
辺
政
一
監
査
委
員
が
三
月
―
―
―

十
日
で
任
期
が
満
了
し
た
の
で
、

そ
の
後
任
委
員
と
し
て
森
忠
寛
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
へ
｝

前
委
員
の
渡
辺
政
一
さ
ん
に
は

四
年
間
、
村
発
展
の
た
め
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た

申
し
上
げ
ま
す
。

；
き

わ
め
て
膨
大
な
も
の
で
あ
り
、
現

図
説
福
島
県
史

予
約
募
集
中
で
す

千
五
沢
・
矢
吹
線
バ
ス
利
用
を

千
五
沢
、
失
吹
線
の
バ
ス
運
行

に
つ
い
て
は
福
島
交
通
よ
り
赤
字

路
線
と
し
て
廃
止
す
る
旨
の
通
告

を
う
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
村

と
し
て
は
村
を
縦
断
す
る
唯
一

9

つ

の
路
線
で
も
あ
り
重
要
度
も
高
い

の
で
、
存
続
運
動
を
続
け
て
参
り

ま
し
た
が
北
ノ
宿
、
＇
千
五
沢
間
は

道
路
状
況
も
よ
く
は
な
い
の
で
矢

吹
、
北
ノ
宿
、
石
川
間
を
一
日
ニ

往
復
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
せ
い
た
し
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
方
が
少
い
と
き
は

全
面
廃
止
の
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
大
い
に
ご
利
用
を
お
願
い

た

し

ま

す

。

．

石
川
八
、
三
六
一
三
、
四
五

北

宿

八

、

五

ニ

―

四

、

0
0

小
高
↑
九
、
一
―
―
―
一
四
、
ニ
ニ

矢
吹
九
、
四
九
一
四
、
五
八

矢

吹

一

0
、三

0

一
五
、
一
〇

小
高
―
一
、

0
0

一
五
、
四

0

北
宿
ご
一
、
二
．
―
-
六
、

0
0

石
川
―
-
、
四
三
一
六
、
ニ
―
―
―

な
お
、
こ
の
運
行
に
よ
っ
て
小

高
方
面
よ
り
母
畑
方
面
に
行
か
れ

る
場
合
は
乗
換
へ
し
な
く
と
も
行

か
れ
る
こ
と
A

な
り
、
北
ノ
宿
、

石
川
昨
は
石
川
、
須
賀
川
間
バ
ス

回
数
に
こ
の
バ
ス
運
行
に
よ
っ
て

二
往
復
が
増
発
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ス
ビ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
た
り
、

無
免
許
で
運
転
、
酒
酔
運
転
等
無

暴
運
転
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

写
真
は
泉
保
育
所
園
児
の

交
通
指
導
風
景
よ
り
v
`

贔

t只
xぶ
せ
ふ
と
＾
『
芍

0tA:

毎
月

日
は

交

通

事

故

ゼ

ロ

歩
行
者
優
先
の
日で

す

在
で
は
入
手
困
雌
な
事
情
で
す
の

で
今
度
県
史
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
阪

と
し
て
、
一
冊
で
福
島
県
の
地
質

年
代
か
ら
原
始
、
古
代
、
中
世
、

近
代
に
い
た
る
歴
史
上
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
が
系
統
的
に
理
解
で
き

る
「
図
説
福
島
県
史
」
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
、
一
冊
一
九

0
0

円
で
予
約
募
集
中
で
す
。

希
望
者
ば
、
来
る
六
月
十
日
ま

で
玉
川
村
公
民
館
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
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学
科
試
験
の
問
題
は
「
交
通
の

方
法
に
関
す
る
教
則
」
の
中
か
ら

、問題は教則の中から出

題

試験 区分 出題数 試時 験間 合格基準

第二種クラス 100 50分 95%以上

四輪クラス 100 50分 90%以上

二輪クラス 100 50分 90形以上

小 特 50 30分 90形以上

原 付 50 30分 90%以上

仮 免 50 30分` 90%以上

本
年
四
月
一
日
か
ら
運
転
免
許

学
科
試
験
の
方
法
な
ど
が
改
正
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。
―
さ

會

一
、
学
科
試
験
の
一
本
化

従
来
の
学
科
試
験
は
、
法
令
試

験
と
、
構
造
試
験
の
二
本
建
て
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
一
日

か
ら
は
こ
れ
ら
の
区
分
が
な
く
な

り
、
単
に
学
科
試
験
と
し
て
一
本

化
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
出
題
数
、
合
格
基
準
な
ど

の
改
正

出
題
数
、
試
験
時
間
、
合
格
基

準
な
ど
は
、
次
表
の
よ
う
に
大
幅

に
改
正
さ
れ
、
問
題
は
す
べ
て
正

誤
式
と
な
り
ま
し
た
。

古
記
に
よ
る
と
本
堂

は
、
大
同
二
年
（
八

0
七）

中
野
太
寺

中
木
薬
師
堂

大
字
南
須
釜
字
根
据

真
言
宗
新
義
派

吉
野
山
観
音
寺

大
字
吉
字
上
ノ
入

須
釜
の
文
化
財
言
六

出
題
さ
れ
ま
す
。

教
則
の
内
容
は

第
一
綱
歩
行
者
と
運
転
者
に
共

通
の
心
得

第
二
編
歩
行
者
と
自
転
車
に
乗

る
人
の
心
得

第
三
編
自
動
車
の
運
転
者
の
心

得用
語
の
ま
と
め
付
表
（
信
号

の
種
類
と
意
味
な
ど
）

と
な
っ
て
お
り
、
出
題
は
法
令
、

構
造
の
み
で
な
く
安
全
運
転
に
関

す
る
知
識
に
つ
い
て
も
出
題
さ
れ

ま
す
か
ら
、
教
則
の
内
容
全
般
に

つ
い
て
十
分
勉
強
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

学
科
試
験
の
一
本
化
に
よ
り
、

構
造
の
み
の
試
験
が
な
く
な
る
の

で
、
従
来
の
整
備
士
の
資
格
を
有

す
る
者
お
よ
び
高
校
以
上
の
機
械

科
卒
業
者
に
対
す
る
構
造
試
験
免

除
の
規
定
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

宥
音
堂
（
聖
人
様
）

大
字
山
小
屋
字
的
場

者
が
、
他
の
免
許
を
受
け
る
場
合

法
令
試
験
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
学
科
試
験
の
一
本
化
と
、

二
輪
に
つ
い
て
は
格
別
の
学
科
試

験
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
学
科

試
験
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

＿＿＿＿＿＿＿●-ー・――――_＿_＿＿＿＿＿＿--＝-―,
.. _＿_＿―――ーー・、
Ii-

＝＝＝＝＝
-Ii-
＿-
―
-U-
＿-=＝-＝＝＝＝-―-＿●ー―-＝＝-＝＝＿＿_――
n宣一

Z=＝＝--＝
-
H
-

―●-言-＝-―_-n=＝＝＝＝
I

―――_＿―
-P-
―――-――-＝-＝＝＝

I

当
時
は
東
福
寺
の
末
寺
と
し
て

安
二
年
(
―
―
六
七
）
僧
性
海

が
大
和
国
吉
野
郡
よ
り
正
観
像
を

持
ち
来
り
、
こ
こ
に
安
置

し
て
閑
居
寺
と
し
た
、
当

寺
は
無
住
の
た
め
記
録
等

が
な
く
、
石
碑
な
ど
か
ら

当
時
の
お
も
か
げ
が
僅
か

に
し
の
ば
れ
る
。

古
今
当
村
に
は
、
併
せ

て
十
六
寺
が
あ
っ
た
が
、

現
存
す
る
も
の
は
四
寺
だ

け
と
な
っ
た
。

従
来
二
輪
免
許
を
持
っ
て
い
る

五
、
二
輪
免
許
所
持
者
の
学
科

試
験
免
除
の
廃
止

四
、
構
造
試
験
免
除
規
定
の
廃

止

闘
運
転
免
許
試
験

を
受
け
ら
れ
る
方
へ

僧
空
海
が
真
言
宗
普
及
の
た

め
、
奥
州
を
巡
説
し
た
と
き
、
一

本
の
木
で
薬
師
像
―
―
一
体
を
刻
み
、

元
木
で
造
っ
た
も
の
を
会
津
新
橋

大
寺
薬
師
、
中
本
で
造
っ
た
も
の

を
中
野
太
寺
薬
師
、
浦
木
で
造
っ

か

に

た
も
の
を
愛
知
可
児
太
寺
薬
師
、

以
上
日
本
三
薬
師
と
い
う
。

堂
内
に
は
、
御
本
尊
薬
師
を
は

じ
め
、
弘
法
大
師
の
作
に
な
る
日

光
月
光
菩
薩
お
よ
び
十
二
神
将
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。

本
堂
は
も
と
中
野
に
あ
っ
た
も

の
を
、
文
安
三
年
(
-
四
四
八
）

に
現
在
地
に
移
し
、
天
和
二
年

（
一
六
八
二
）
に
全
焼
し
、
貞
享

二
年
（
一
六
八
五
）
に
再
建
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
岩
城

飲んだら乗るな

乗るなら飲むな

大
守
伯
僧
と
な
り
、
宥
音
と
称
し

東
福
寺
の
住
職
と
な
っ
た
が
、
老

い
て
山
小
屋
に
長
谷
山
長
寿
院
を

建
て
た
。
宥
音
聖
人
は
、
天
正
五

年
(
-
五
七
七
）
八
月
十
日
同
寺

の
西
方
山
頂
に
塚
を
堀
り
、
柿
一

連
を
持
っ
て
入
り
、
火
災
、
安
産

を
祈
願
し
百
日
読
経
、
鐘
を
な
ら

し
成
仏
し
た
と
。

山
小
屋
聖
人
様
、
竹
審
は

い
ら
ぬ
、

可
愛
い
女
の
裾
で
掃
く
。

今
も
昔
同
様
、
参
詣
す
る
者
毎

日
跡
を
絶
た
ず
、
安
産
の
神
と
し

て
村
内
外
か
ら
の
信
迎
が
厚
い
。

農
繁
期
で
す

t
 

家
を
留
守
に
す
る
時

夜
｛
環
る
時
火
の
元
に

気
を
つ
け
ま
し
よ
う

従
来
は
、
一
部
の
試
験
が
合
格

点
に
達
し
て
い
た
場
合
は
、
合
格

の
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
の
間
、
次

回
の
一
回
に
限
り
そ
の
試
験
が
免

除
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
一

日
か
ら
は
学
科
試
験
お
よ
び
技
能

試
験
の
い
づ
れ
か
が
合
格
点
に
達

し
て
い
た
場
合
は
、
合
格
の
日
か

ら
六
ヶ
月
以
内
な
ら
何
回
で
も
免

除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
緩
和
規
定
は
、
四

月
一
日
以
前
に
学
科
の
「
全
部
」

ま
た
は
技
能
試
験
合
格
者
に
も
適

用
さ
れ
ま
す
。

七
、
試
験
の
区
分

〇
警
察
署

自
動
二
輪
（
限
定
―
二
五
g

以
下
）
原
付
、
小
特
。

0
福
島
県
運
転
免
許
試
験
場

小
特
以
上
各
種
、
た
だ
し
、

自
動
二
輪
―
二
五
8

以
下

（
原
付
、
小
特
）
は
、
毎
週

木
「
金
曜
日

0
福
島
試
験
場
の
所
在
地

福
島
市
庭
坂
字
大
原
二
の
一

玉
川
村
公
民
館
で
は
来
る
六
月

七
、
八
、
九
の
三
日
間
、
さ
つ
き

（
鉢
も
の
）
展
を
開
き
ま
す
。

出
品
希
望
者
は
六
月
五
日
ま
で

村
の
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

六、

出
品
し
て
く
だ
さ
い

さ
つ
き
展
に

一
部
合
格
の
試
験
免
除
の

緩
和
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